
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 基盤教育グループ 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古典文学／国語科教育法の研究 
 

氏氏名名：：      森木 三穂 ／ MORIKI Miho EE--mmaaiill：：  miho-moriki@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  修士（国文学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  中古文学会，同志社国文学会，日本高専学会 

キキーーワワーードド：：  日本文学，『源氏物語』，古典文学意匠，古典教育，STEAM 教育 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・文学講座、講演（主に古典文学） 

・コミュニケーションスキル講座 

・日本語表現指導 

 
研研究究内内容容：：  新新ししいい古古典典教教育育のの方方法法・・教教材材のの検検討討  

研研究究  

◆◆日日本本古古典典文文学学  

日本の古典文学の研究をしており、研究対象は平安期の王朝文学（『源氏物語』など）です。 

近年は古典文学意匠（絵画・工芸・服飾・菓子等）に興味を持っています。 

 

◆◆国国語語科科教教育育法法  

  「古典×モノづくり」をテーマに国語科教育（特に古典教育）について実践的に研究しています。 

    他高専・他大学と共同でに「Cotech コンテスト」を開催し、古典文学と工学の融合の可能性を探っています。 

 

* 『『未未来来をを切切りり拓拓くく古古典典教教材材  和和本本・・くくずずしし字字ででここんんなな授授業業ががででききるる』』がが刊刊行行さされれままししたた。。  

    『古典×モノづくり」の古典教育について実践事例を紹介しています。 

 

* 『『結結ひひのの古古典典』』がが刊刊行行さされれままししたた。。（（22002266 年年 33 月月  改改訂訂版版）） 

 「高専だからできる古典教育」を目指して結成した「高専古典教育研究会」で 

検定教科書にはない独自の作品・配列の古典の教科書を作りました。 

探究活動のテーマ・実践例も豊富にそろえた内容です。 

  

活活動動  

◆◆文文学学講講座座・・シシンンポポジジウウムム・・講講演演  

過去にＮＨＫ文化センター、市民講座、鶴岡市立図書館、酒田市立光丘文庫などにおいて講座を開催してきました。

近年は山形大学の社会人向けリカレント教育講座（エクステンションぷらす）において『源氏物語』講座を開催しました。古典を

身近に感じられるようなお話をさせていただいています。 

* 講座等での講演タイトル（一部）  

・「文学から考える地域の文化資源の活かし方ー山形と紅花ー」（第 94 回最上夜学） 

・「『源氏物語』の享受を楽しむー『源氏物語忍草』『源氏活花記』ー」（酒田市立光丘文庫セミナー） 

・「古典文学と疫病ー『栄花物語』『更級日記』そして、『源氏物語』ー」（鶴岡高専 市民サロン） 

・「はじめて読む『枕草子』・『源氏物語』ー平安時代の“いいね！”を知ろう！ー」（鶴岡市立図書館・小学生のための図書館講座） 

・「「もののあはれ」の世界へようこそ！はじめて読む『源氏物語』」（山形大学 YEX エクステンションぷらす） 

・「いづれの御時にかー『源氏物語』が受け継がれる魅力ー」（第 50 回山形県統計大会記念講演） 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 基盤教育グループ 

研研究究タタイイトトルル：：  

平安期物語・和歌の表現の研究 

 

氏氏名名：：      百井 順子 ／ MOMOI Junko EE--mmaaiill：：  momoi@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  助教 学学位位：：  博士（文学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  中古文学会，和歌文学会，全国大学国語国文学会，日本文芸研究会，日本文学協会 

キキーーワワーードド：：  平安期，物語，和歌，表現 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・日本古典文学（特に平安期）の表現の分析、読解 

 
研研究究内内容容：：  平平安安期期物物語語・・和和歌歌のの表表現現のの研研究究  

  
  
文文学学作作品品のの表表現現のの魅魅力力をを紐紐解解くく  

  

仮名文字が発達した平安期には、様々な文学作品が書かれました。最初の勅撰和歌集である 

『古今和歌集』が編纂され、和歌文学が進展する一方で、物語文学が盛んに創作されました。 

和歌や物語には、様々な状況の中における人の心の働きが豊かなことばで表現されています。 

その表現のおもしろさを解き明かすために、細部のことばの意味を考え、表現の仕組みの特質と 

意義を明らかにしたいと考えています。 

  

  

【【『『伊伊勢勢物物語語』』のの研研究究】】  

『伊勢物語』は、歌と物語で構成された章段が１２５段ある作品です。書かれたことばは決して多くはなく、歴史や文化

の面から解釈されることも少なくありません。もちろん、歴史や文化との関わりを考えることは大切ですが、細部のことば

の意味を明らかにし、場面の状況、登場人物の心情を捉えることで、物語として創作された作品の表現の特質と意義、

作品全体の仕組みが見えてきます。 

 これまでの研究では、東下り章段、西下り章段等について、その表現の特質と意義を究明しました。東下り章段には、

都を離れようとする心情と離れたくない心情が相克する心の働きが表現されています。西下り章段の第６０段には、一

家を采配していた「家刀自」の堅実な暮らしぶり、切実な苦悩、「男」と「家刀自」の後悔と思慕の情が表現されています。 

  

【【『『新新撰撰和和歌歌集集』』のの研研究究】】  
『新撰和歌集』は、紀貫之が編纂した私撰集です。これまでの研究で、別れの歌と旅の歌を交互に配した巻第三「別

旅」の構成の特質を究明しました。別れの歌は、今目の前にいる人との別れの辛さを、旅の歌は、今はもう会えない人

を思い出して悲嘆する心の働きを詠んでいます。そうした違いがある一方、別れの歌と旅の歌に共通して詠まれている

のは、対象への思慕の情です。別れと旅の歌を交互に配することで、その心情が循環するように構成されていると考え

られます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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